
１．はじめに
⑴テーマ設定の背景

現代社会は、急速に変化するテクノロジー
と不確実な未来が常に絡み合う「VUCA時
代」に直面している。「VUCA時代」という
言葉は、Volatility（変動性）、Uncertainty（不
確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity

（曖昧さ）を指し、急速に変化し、将来の予
測が難しい社会状況を表している。このよう
な時代では、変化する状況に対して柔軟に
適応し、自らの意思で行動できる力、すな
わち「主体性」や「自律性」に支えられた

「Agency」がますます重要になるのである。
OECDのアンドレアス・シュライヒャー教

育スキル局長は、『教育とスキルの未来：
Education 2030』で、「生徒は好奇心、想像性、
強靭さ、自己調整の力を身につける必要があ
るとともに、他者のアイディアや価値観を尊
重し、失敗や逆境に立ち向かう力も必要だ」
と強調している。また、「これらは単に個人

の成功を目指すだけでなく、コミュニティや
地球全体のウェルビーイングを考慮した責任
ある行動につながるべき」だとも述べている。

一方で、明治から続く「日本の公教育」で
は、学習内容が明確に示され、それを教師が
一律に教授するスタイルで授業が行われてい
る。確かに、OECDが行っているPISA調査
の 結 果（https://www.mext.go.jp/a_menu/
sh o t o u /gaku ry oku - c h ou s a / s on o t a /
detail/1344310.htm）によると日本の学力は
世界トップクラスである。しかし、日本財団
の18歳意識調査「国や社会に対する意識（６
カ国調査）」調査結果（https://www.nippon-
foundation.or.jp/who/news/pr/2024/20240403-
100595.html）によると、「自分の行動で国や
社会を変えられると思う」と答えた日本人の
若者（18歳）は45.8％であった。同調査の他
国の結果を見てみると、隣国の大韓民国では、
同質問に60.8％もの若者（18歳）が「そう思
う」と答えているし、インドに至っては80.6
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％もの若者（18歳）が「そう思う」と答えて
いる。これらの調査から見えてくる「日本の

（公）教育」は、「学力は高いものの、主体性
や自律性が低い」若者を育てているのではな
いかと思わずにはいられない。

そこで、本稿では、「主体性」や「自律性」
を養い、「Agency」を育てていくために、埼
玉県熊谷市で活動している「探究と体験の場

『種をまく』」が実践している「種をまく探究
プログラム」を取り上げる。「種をまく」は、
2024年７月に活動を始めた設立間もない民間
教育事業者である。当然実績はなく、本稿で
紹介する「種をまく探究プログラム」はまだ
まだ未熟であることをご容赦いただきたい。
しかし、このプログラムの実際を紹介するこ
とで、自己調整学習や探究と体験、AIが結
びつく探究学習が、こどもの主体性を引き出
し、自律性を養い、最終的にAgencyを育成
するものであると感じていただければ幸いで
ある。

２．「Agency」を育てる手法について
「Agency」に関する論文には以下のような

ものがある。

・�Zimmerman, B. J. (2002). “Becoming a 
Self-Regulated Learner: An Overview”
自己調整学習がAgencyを促進する重要な

要素であることを示している。学習者が目標
を設定し、自分の学習過程をモニタリングし、
調整することで、主体的な学びが実現される
ことを強調している。
・�Code, J. (2010). “Agency for Learning: 

Intention, Motivation, Self-Efficacy and 
Self-Regulation”
学習におけるAgencyを、意図、動機、自

己効力感、自己調整の観点から説明している。
特に、Agencyが自己調整のプロセスを通じ
てどのように発展し、学習者の行動に影響を
与えるかを詳細に論じている。

・�岡田涼「日本における自己調整学習とその
関連領域における研究の動向と展望」
メタ認知や動機づけがAgencyの発達に重

要であると述べられている。

これらの論文に共通しているのは、「自己
調整学習」の有効性であり、自己調整を支え
る重要なスキルとしてリフレクションスキル

（自己をモニタリングするスキル、自己調整
スキル、メタ認知スキル等）を位置付けてい
る点である。

３．「種をまく探究プログラム」について
本稿で取り上げる「種をまく探究プログラ

ム」は、自己調整学習から発想を得て、それ
を実現するための中心的なスキルをリフレク
ションととらえている。
「種をまく探究プログラム」の概要につい

ては以下の通りである。

「種をまく探究プログラム」は、主に埼玉
県熊谷市の「探究と体験の場『種をまく』」
で行われているプログラムであるが、家庭で
探究学習を行う場合にも活用できるとともに、
時数や人員の確保などに工夫が必要だが、学
校でも活用できるものだと考えている。以下、
概要を記す。
⑴プログラムの目的
「種をまく探究プログラム」の主な目的は、

こどもが自ら考え、行動し、振り返りながら、
自己を調整すること（自己調整学習）を通し
て、主体性を育むことである。これを実現す
るために、このプログラムではリフレクショ
ンを中心に、探究と体験、AIの活用、社会
貢献の視点をもつことができるようにつくら
れている。そして、このプログラムに取り組
むことで結果的に自律性を育成することにも
つながると考えている。
⑵プログラムの特徴
・探究と体験
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探究と体験は、こどもたちが日常の学びの
中で主体的に関与し、深く思考する機会を与
える重要な要素であると考える。自らの興味
や関心にもとづいてテーマを選び、そこから
問題を発見し、解決に向けて行動するプロセ
スにおいて、学習者が直接フィールドワーク
や実践的な体験を通じて学ぶことで、知識が
単なる机上の理論に留まらず、実際に役立つ
スキルとして概念化していくものと考える。

体験活動は、単に教科書の知識を学ぶだけ
ではなく、現実の問題に取り組むことで問題
解決能力や批判的思考を養う。例えば、自然
環境に関する探究では、実際にフィールドワ
ークを行い、動植物の観察やデータの収集を
行うことで、机上の学習以上の深い理解が得
られるし、探究プロセスにおいては、学習者
が主体的に課題を設定し、解決に向けて情報
収集や分析を行い、自らの仮説を検証するこ
とで、将来の複雑で不確実な問題に対処する
ための基盤を養うと考える。

一方で、体験を重視した学びには、失敗も
つきものである。失敗から学び、次に活かす
ことが重要となる。体験から学ぶべきものを
確実にとらえるには、リフレクションスキル
を向上させることが有効である。また、この
プログラムでは、リフレクションが探究の質
を高める重要な要素でもあるととらえている。
下に、このプログラムの具体例とともに、思
考ツールの活用例も示しているが、リフレク
ションと多様な思考ツールを最適に組み合わ
せ、何度も繰り返し行うことで、リフレクシ
ョンスキルや思考ツールの活用スキルととも
に、探究のスキルも向上していくものと考え
る。
・リフレクション

繰り返しになるが、リフレクションは、
「種をまく探究プログラム」の中核をなす重
要な要素である。リフレクションを行うこと
で、自分の興味や関心、強みや弱みを明確に
し、自己認識を深めること（自己理解）や体

験や探究で得た知識や気づきを整理し、より
深い理解につなげること、自分の思考プロセ
スや学習方法を客観的に観察し、改善する力
を養うこと（メタ認知）、 過去の経験から学
んだことを、次の探究活動や課題設定に活か
すこと、自らの学びを振り返ることで、学習
の責任を自覚し、自律的な学習者となること
が期待できる。

リフレクションには様々な方法があり、
日々の探究活動や気づきを記録する方法や他
者と対話しながら新たな視点を得る方法、マ
インドマップやTチャートなどの思考ツール
を用いて、自己の思考を視覚化し整理する方
法、「何を学んだか」「どう感じたか」「次に
何をしたいか」などの質問に答えることで、
体系的に振り返る方法などがある。

このプログラムでは、各探究ステージの節
目だけでなく、日々の活動の中でもリフレク
ションの機会を設けている。これにより、こ
どもたちは常に自己の学びを意識し、成長の
プロセスを実感しながら、より深い探究へと
進んでいくことができる。
・AI の活用

このプログラムでは、AIを様々な目的で
活用することが考えられる。例えば、こども
が観察した際に記録した内容を画像でAIに
取り込むことで、記録用紙の文字をデータ化
することができる。データ化できれば、特定
の文字を抜き出したり、種類ごとに分けたり、
目的に応じて分析することも可能である。リ
フレクションの場面でも、誰よりも客観的で
あるAIの特性を考慮すれば、自分にはない
視点を与えてくれたり、一見失敗に感じるこ
とに対して可能性を見出してくれたり、危険
予測をしてくれることもある。もちろん、最
終的には人間の確認が必要であることは当然
であるが、探究をサポートするツールとして
の可能性は無限である。
・社会貢献の視点

学びの究極的な目標は、得た知識やスキル
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を社会に還元し、社会貢献を果たすことにあ
る。探究を通じて学ぶ際も同様である。しか
し、自らの学びと社会貢献を結びつけること
は簡単ではない。一方で、探究学習において
は、そうとは言い切れない。探究課題を設定
する際には、問題点や疑問点が、問いを生む
きっかけとなる場合が多い。当然、社会に根
差した問題や疑問から生まれた問いや課題を
探究することは、社会貢献につながっていく。
このプログラムでは、探究のステージを経る
ごとに、課題を設定する際の視点を少しずつ

広げることにしている。また、社会貢献を目
指す探究学習は、単なる個人を超えて、他者
との協力やコミュニティとの連携へ発展する。
社会に対してポジティブな影響を与えること
ができれば、社会を変えていくことができる
という意識を芽生えさせることができるはず
である。
⑶プログラムの進行
「種をまく探究プログラム」は、３つの探

究ステージからなり、それぞれ５つのステッ
プで構成されている。

・３つの探究ステージについて
「種をまく探究プログラム」では、３つの

ステージを通じてこどもたちの探究を深めて
いく。このステージは、初期の自己理解から
社会貢献へとつながる成長のプロセスを示し
ている。
【探究ステージ１】　自己の興味を探究するス
テージ

最初のステージでは、こどもたちが、動物

や自然、科学など、自分の「好きなこと」や
「興味のあること」をテーマに探究を進める。
この段階でこどもたちは、自ら問いを立て、
その問いに答えるために必要な情報を集め、
探究していく。
【探究ステージ２】　興味を地域や社会に関連
付けるステージ

次のステージでは、個人の興味を超え、地
域や社会に関連するテーマへと発展させてい

３つの探究ステージ

５つのステップ

自己の興味を探究する
探求ステージ１

興味を地域や社会に
関連付ける探求ステージ２

社会貢献に向けた探究
探求ステージ３

Ⅰ　リフレクション 過去の学びや経験を振り返り、次に何をすべきかを考えるリフレクションの
プロセスが重視されます。

Ⅱ　課題の設定
リフレクションに基づき、自分にとって最適な探究テーマを設定します。テ
ーマはこどもたちの興味に応じたものであり、主体性を育てる重要な要素で
す。

Ⅲ　情報収集・体験 図書館やインターネットを利用したリサーチや、フィールドワーク、インタ
ビューなど、実体験を通じて情報を集め、学びを深めます。

Ⅳ　整理・分析
集めた情報を思考ツールを使って整理し、課題に対する解決策を見出すため
に分析します。マインドマップや T チャート、フィッシュボーンチャートな
どのツールが用いられます。

Ⅴ　まとめ・発表
探究の成果をポートフォリオやプレゼンテーションとしてまとめ、発表しま
す。これにより、こどもたちは他者に自分の学びを伝える力を育て、リフレ
クションを通じて次のステップに向けた新たな発見を得ます。
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く。例えば、地域の環境保護活動や社会的課
題に関連する探究テーマを設定し、フィール
ドワークやインタビューなどを通じて、地域
社会に貢献できる方法を考えていく。
【探究ステージ３】　社会貢献に向けた探究ス
テージ

最終ステージでは、社会貢献を意識した
テーマを探究していく。この段階では、こど
もたちが自分の学びが社会にどのように役立
つかを考え、より大きな視点で学びを捉える
ことが求められる。こどもたちは、このプロ
セスを通じて自らの学びが社会的なインパク
トを持つことを実感し、責任感や自己効力感
が高まると考える。

４．「種をまく探究プログラム」の具体例
ここでは、「ゾウ」をテーマとして探究ス

テップ１から探究ステップ２の途中までを紹
介する。
【探究ステージ１】
Ⅰ　リフレクション
具体例：

初めに「自分が好きなことや興味のあるこ
と」を考えるリフレクションを行う。A3用
紙に「好きなこと」をテーマにマインドマッ
プを描いていく。この際、なるべく多くの

「好きなもの」を描くことに留意する。その
中から、テーマとなるものを見出していくの
だが、こどもによっては、すぐに決まること
もあれば、なかなか決まらないこともある。
そんな時こそ、リフレクションの出番である。
例えば、「ゾウ」について、「なぜゾウが好き
なのか？」という問いかけから始め、過去の
経験や感じたことを振り返る。動物園でゾウ
を見たことがきっかけで好きになったのか、
絵本やテレビ番組でゾウの話を聞いたのが影
響したのか、自分の体験に関連付けて理由を
整理していく。それを、マインドマップに描
いた全てのものについて行い、好きな理由を
一覧にする。それでも決まらない場合は、一

覧をもとに、それぞれの理由をAIに100点満
点で採点してもらう。ここで重要なのが採点
基準で、「共感できるか？」などの主観的な
ものや「検索ヒット数」などの客観的なもの
を組み合わせることで、その子自身が納得で
き、モチベーションにつながるようにするこ
とが大切だと考える。

テーマが決まったら、そのテーマでさらに
マインドマップを描いていく。

思考ツール活用例：
マインドマップの活用ポイントは、自由に

書くことである。最初はきっちりした構造に
こだわらず、思いついたことをどんどん書き
出していくとよい。また、支援者が、質問で
深掘りすることも有効である。こどもがキー
ワードを出し尽くした後、さらに問いかけを
通じて「どうしてそれが印象に残っている
の？」と聞き、考えを深める。たとえば「な
ぜ動物園でゾウが印象に残っているの？」と
聞くことで、感情や体験にもとづいたリフレ
クションが生まれる。さらに、ビジュアルも
活用するとよい。こどもが絵を描くのが好き
なら、イラストを加えるのもよい方法である。
ゾウの絵を描いたり、体験を象徴する絵を描
いたりすることで、より豊かなリフレクショ
ンが生まれる。

 
Ⅱ　課題の設定
具体例：
「ゾウが好き」という気持ちを深めたリフ

レクションをもとに、探究する課題を設定す
る。たとえば、ゾウが好きな理由に「ゾウは
優しい」とか「ゾウは頭がいい」などがあっ
たとする。問いかけによって、その具体的な
理由を明らかにしていくと、「ゾウは、実は
自然を大切にしているらしい」ということが
わかってきた。そこから「ゾウはどのように
自然を守るのか知りたい」という具体的な課
題を立てることができる。ここで重要なのは、
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こどもが自らの興味にもとづいて、問いを設
定するプロセスを支援することである。

思考ツール活用例：
課題設定の際には、「Tチャート」を使っ

てテーマを整理する。たとえば、「ゾウが自
然に与えるよい影響」と「悪い影響」という
2つの視点で情報を整理し、こども自身がテ
ーマの複雑さを理解できるようにする。

Ⅲ　情報の収集・体験
具体例： 

動物園でゾウを観察したり、飼育員にイン
タビューを行ったり、さらに図書館で書籍を
借りたり、インターネットで検索したりして
ゾウについて調べます。この段階では、調査
や体験を通じて直接的に情報を得ることで、
知識を深めます。

思考ツール活用例： 
「ベン図」を使って、アジアゾウとアフリ

カゾウの違いと共通点を比較しながら情報を
整理することで、集めた情報を視覚的に理解
しやすくします。

 
Ⅳ　整理・分析
具体例：

集めた情報をもとに、ゾウがどのように環
境保護に貢献しているのかを整理・分析しま
す。たとえば、ゾウが森の再生に貢献する役
割や、その減少が生態系に与える影響を考え
ます。

思考ツールアドバイス：
「フィッシュボーンチャート」を活用して、

ゾウが生態系にどのように影響しているかを
原因と結果の関係で整理します。これにより、
ゾウの役割を視覚的に理解し、情報を構造的
に分析できるようになります。

Ⅴ　まとめ・発表
具体例：

最終的に、自分の探究結果を発表します。
ゾウの環境保護への貢献や保護活動の重要性
について、スライドやポートフォリオを使っ
てまとめ、他者の前で発表したり、動画をホ
ームページやSNS上にアップしたりします。

思考ツール活用例：
「ポートフォリオ」にリフレクションや集

めた情報、分析結果をまとめ、発表に備える
ことが重要です。ポートフォリオを作ること
で、自分の学びを振り返り、理解を深めなが
ら発表に自信を持つことができます。

【探究ステージ２】
Ⅰ　リフレクション
具体例：

まとめ・発表した資料やその様子を他者に
フィードバックしてもらう。例えば、アンケ
ート用紙に記入してもらい、ゾウの環境保護
への貢献について、内容（趣旨は伝わった
か）、メッセージ性（何を感じたか）、方法

（わかりやすかったか）、発展性（もっとしり
たいこと）等についてフィードバックをもら
う。それをもとに、次の課題を設定するとと
もに、次の探究ステップに生かせるようフィ
ードバックを整理しておく。

思考ツール活用例：
「PMI法」を使ってフィードバックの内容

を整理していく。Positive（良かった点）、
Minus（改善が必要な点）、Interesting（興
味深い点）の３つの視点からフィードバック
として書いてもらったアンケート結果の内容
をこの３つに分類し、次のステップに生かす。

この後、探究ステージ２のⅡ課題の設定、
Ⅲ情報の収集・体験、Ⅳ整理・分析、Ⅴまと
め・発表と続く。さらに、探究ステージ３へ

― 24 ―

特集：「自己調整学習・自由進度学習」の展望



進んでいく。

５．�探究と体験の場「種をまく」の実践
と今後の展開

⑴探究シリーズの実際
【Aさんの探究】
・探究ステージ１―Ⅰリフレクション
「自分の好きなものについてのマインドマ

ップ」

このマインドマップをもとに「一番気にな
っているものは？」、「なぜ、気になっている
の？」、「理由を書き出してみようか」、とリ
フレクションしていく。

最後は、AIにも手伝ってもらいテーマを
「文房具」と決め、文房具について情報収集
を開始。

様々なお店に行き文房具を観察するうちに、
種類の多さに関心を持つようになった。ここ
から課題の設定へつなげていく。

【Bさんの探究】
・探究ステージ１―Ⅰリフレクション
「自分の好きなものについてのマインドマ

ップ」

マインドマップには、タピオカや昆虫、古
代生物等様々なことが描かれていた。

Bさんは、特にタピオカについて関心をも
っていた。
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そこで、課題を設定する前に、タピオカド
リンクを作ってみることにした。

つくった結果、お店で飲むようなタピオカ
ドリンクが完成した。みんなに飲んでもらっ
て感想を集めた。今後、このフィードバック
をもとに課題を設定する。

【Cさんの探究】
・探究ステージ１―Ⅰリフレクション
「自分の好きなものについてのマインドマ

ップ」

Cさんは、埼玉県内の公共施設について関
心があり、県内の公共施設について思いつく
限りマインドマップに描き込んでいった。

マインドマップをもとにリフレクション。
「公共施設の何がおもしろい？」、「一番どこ
に行きたい」、「実際に行ったことがあるのは
どこ？」。名前は知っているが、実際に行っ
たことはなく、詳しく知らない施設が多いこ
とがわかった。

そこで、課題を立てる前に、マインドマッ
プに描き込んだ施設の特徴や大まかな沿革を
調べていくことに。この日は、主に電話で調
査。

また、近所の図書館に資料を探しに行った。
この日は、寄居警察署の沿革についての資料
を見つけた。

今後、集めた情報をもとに、課題を立てる
予定。
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⑵今後の展開
現在３人とも、明確な課題を設定するまで

は至っていない。大まかなテーマを決め、そ
れについて情報を集めることを通して問いを
見出していこうとしているところである。今
後の展開としては、まず、「課題の設定」に
おいて、集めた情報を多面的に整理してみた
り、分析してみたりする必要がありそうだ。
その際、リフレクションが重要となる。「不
思議に思ったこと」や「驚いたこと」、「もっ
と知りたいこと」等を引き出せるように支援
したい。また、課題が決まった後は、「情報
の収集・体験」である。探究がより主体的に、
より深まるために、体験に重きを置いたもの
となるようにしたい。探究をはじめたばかり
の３人にとって、今は机上の活動だけになら
ないようにすることに留意したい。

ここに掲載した３人の内容は、本稿執筆時
のもので３時間（90分×３）～４時間程度の
内容であることをご了解いただければと思う。
今後の機会においてご報告できればと思う。

６．おわりに～まとめと今後の課題～
はじめに書いた通り、このプログラムはま

だまだ未熟で、改善の余地はたくさんある。
例えば、リフレクションの手法は多岐にわた
るため、支援者側がその手法と目的、効果の
関係を熟知している必要がある。熟知するに
は、体系的な整理が不可欠であり、現時点で
その作業は手つかずの状態である。また、こ
どもによって設定する課題は様々である。一
人一人ちがうことが当たり前であることを考
えると、体験する場を提供することに限界が
あることは容易に想像がつく。しかし、こど
もが「やりたい」と思ったことはやらせてあ
げたいと思う。それが、主体性を養う支援者
側に必要なマインドであると思うからである。
そのためには、地道に地域との関係づくりに
汗を流したい。

本稿では「探究」をどちらかというと学習

法の一つというような扱いにしてしまってい
るかもしれない。しかし、本来「探究」とは、
生活の一部であると思う。日々の何気ない疑
問を解決するために、また、目標を達成する
ために探究するのではないだろうか。このプ
ログラムを多くの人に活用してもらいたいと
考えているが、それは、学習法の一つとして
ではなく、自己実現のため、幸せを追求する
手段として活用してもらえたら本望である。
とはいえ、まずは一人でも多くのこどもたち
に探究の楽しさを知ってもらい、主体性や自
律性、そして、Agencyが育っていくことを
願っている。
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